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四
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一
足
早
い
が
、二
〇
二
四
年
を
振
り
返

り
二
〇
二
五
年
を
展
望
し
て
み
た
い
。一

年
前
の
二
〇
二
三
年
十
一
月
、当
時
の
岸

田
政
権
が
閣
議
決
定
し
た
経
済
対
策
の

名
称
は
、「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の

総
合
経
済
対
策
」。当
時
、政
府
は
デ
フ

レ
脱
却
の
重
要
局
面
と
判
断
し
て
い
た
。

　
こ
の
時
の
環
境
は
、利
上
げ
効
果
の
顕

在
化
に
よ
る
米
国
経
済
の
減
速
、不
動
産

市
場
の
低
迷
を
背
景
に
し
た
中
国
経
済
の

減
速
、更
に
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
伴
う
貿
易
制
限
の
影
響
な
ど
様
々

な
リ
ス
ク
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、二

〇
二
四
年
の
世
界
経
済
は
成
長
ペ
ー
ス
鈍

化
の
見
方
も
広
が
っ
て
い
た
。

　
デ
フ
レ
完
全
脱
却
を
標
榜
し
た
経
済

対
策
閣
議
決
定
か
ら
一
カ
月
後
の
二
〇

二
三
年
十
二
月
。政
府
は
経
済
財
政
運
営

り
な
が
ら
一
方
で
、企
業
業
績
は
中
小
・

零
細
企
業
に
い
た
る
ま
で
確
実
に
経
営

環
境
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

　
企
業
の
経
営
環
境
改
善
は
、賃
上
げ

に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
る
。経
団
連
が

八
月
に
公
表
し
た
、「
二
〇
二
四
年
春
季

労
使
交
渉
・
中
小
企
業
業
種
別
妥
結
結

果（
加
重
平
均
）」に
よ
れ
ば
、二
〇
二
四

年
の
非
製
造
業
平
均
ア
ッ
プ
率
三
・
八

九
％
に
対
し
、「
土
木
・
建
設
」は
四
・

六
一
％
と
高
水
準
を
維
持
し
た
。

　
た
だ
賃
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
企
業
経

営
者
す
べ
て
が
環
境
改
善
を
実
感
し
て

い
る
と
は
限
ら
な
い
。「
自
社
の
経
営
環

境
が
大
き
く
改
善
し
て
い
な
く
て
も
、社

員
の
引
き
留
め
や
新
卒
採
用
で
賃
金
水

準
を
否
応
な
く
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
」と

の
本
音
も
出
て
い
る
か
ら
だ
。

　
中
小
・
零
細
規
模
の
建
設
企
業
経

営
者
の
経
営
環
境
改
善
へ
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
手
が
か
り
が
あ

る
。日
本
政
策
金
融
公
庫（
日
本
公
庫
）

が
公
表
し
た『
信
用
保
証
利
用
企
業
動

向
調
査（
九
月
調
査
）』だ
。調
査
対
象

は
、全
国
各
地
に
あ
る
信
用
保
証
協
会
の

信
用
保
証
を
利
用
す
る
一
万
六
、〇
〇

〇
社
、う
ち
建
設
業
は
四
、〇
五
五
社
。

と
経
済
の
姿
に
つ
い
て
の
公
式
見
解
で

あ
る
、二
〇
二
四
年
度
経
済
見
通
し
で
国

内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）成
長
率
を
名
目
で

三
・
〇
％
、物
価
変
動
を
除
い
た
実
質
で

一
・
三
％
と
す
る
こ
と
を
閣
議
了
解
し

た
。背
景
に
は
国
内
の
消
費
や
投
資
の
堅

調
な
推
移
が
見
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

あ
る
。名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
物
価
上
昇
が
反
映

さ
れ
て
六
一
五
兆
三
、〇
〇
〇
億
円
と
過

去
最
高
を
見
込
ん
だ
。

　
そ
も
そ
も「
デ
フ
レ
」（
デ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
）と
は
、モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
値
段（
物

価
）が
下
が
る
現
象
。反
対
に
商
品
の
値

段
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
を「
イ
ン
フ

レ
」（
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
）と
言
い
、更

に
デ
フ
レ
下
で
も
物
価
が
上
昇
す
る
状

態
が「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」と
呼
ば

れ
て
い
る
。

回
答
企
業
の
八
割
が
従
業
員
二
〇
人
以

下
で
、中
小
・
零
細
規
模
企
業
の
景
況
感

が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ
れ
る
の
が
特

徴
。中
小
元
請
け
だ
け
で
な
く
専
門
工
事

業
も
対
象
と
み
ら
れ
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
売
り
上
げ
予
測
十
月

―
十
二
月
期
季
節
調
整
値（
増
加
か
ら

減
少
を
引
い
た
値
）」が
非
製
造
業
一
〇

業
種
中
、建
設
業
は
三
番
目
に
高
い
九
・

二
で
、確
実
に
売
り
上
げ
増
の
手
応
え
は

強
ま
っ
て
い
る
。環
境
好
転
の
手
が
か
り

は
、「
売
り
上
げ
」だ
け
で
は
な
い
。九
月

特
別
調
査
と
し
て
行
っ
た「
コ
ロ
ナ
禍
前

と
比
較
し
た
業
況（
営
業
利
益
）」で
、

建
設
業
は「
や
や
上
回
る
」「
上
回
る
」

と
の
回
答
が
二
九
・
五
％
と
約
三
割
を

占
め
た
。中
小
・
零
細
規
模
の
建
設
企
業

で
も
本
業
の
儲
け
の
営
業
利
益
が
改
善

し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
た
格
好
だ
。

今
年
の
常
識
、今
後
非
常
識

　
今
春
の
春
闘
結
果
を
踏
ま
え
、当
時

の
岸
田
文
雄
首
相
は「
大
企
業
を
中
心

に
力
強
い
動
き
が
見
ら
れ
る
」と
し
た
う

え
で
、「
最
重
要
課
題
は
適
切
な
価
格
転

嫁
を
通
じ
て
、こ
の
力
強
い
賃
上
げ
の
流

　
二
〇
二
三
年
十
二
月
に
開
い
た
経
済

財
政
諮
問
会
議
に
提
出
さ
れ
た「
物
価

上
昇
率
及
び
所
得
増
加
率（
試
算
）」を

見
る
と
、二
〇
二
三
年
度
は
物
価
上
昇

率
三
・
〇
％
に
対
し
、所
得
増
加
率
は

二
・
四
％
。二
〇
二
四
年
度
は
物
価
上
昇

率
二
・
五
％
に
対
し
所
得
増
加
率
は
三
・

八
％
。政
府
は
今
年
度
、成
長
の
継
続
や

労
働
需
給
の
引
き
締
ま
り
を
背
景
に
、二

〇
二
三
年
度
を
上
回
る
賃
金
上
昇
率
を

見
込
ん
だ
。

ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
効
果

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
建
設
業
界
の

二
〇
二
四
年
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
そ
も
そ
も
、大
規
模
な
金
融
緩
和
を
大

き
な
柱
の
一
つ
に
据
え
た
、安
倍
晋
三
元

れ
を
中
小
・
零
細
企
業
に
広
く
波
及
さ

せ
る
」と
力
を
込
め
た
。賃
上
げ
・
価
格

転
嫁
を
柱
と
し
た
好
循
環
の
流
れ
は
、少

し
ず
つ
と
は
い
え
景
況
感
調
査
な
ど
を

手
が
か
り
に
す
れ
ば
、中
小
・
零
細
企
業

に
も
広
が
り
始
め
た
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
。

　
た
だ
建
設
業
界
が
、「
持
続
可
能
な
建

設
業
」実
現
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、担
い

手
確
保
な
ど
に
つ
い
て
前
向
き
な
覚
悟

で
臨
ん
で
い
る
、適
正
な
労
務
費
の
確

保
・
行
き
渡
り
の
た
め
の
処
遇
改
善
の

取
組
み
が
今
後
本
格
化
し
た
時
、長
ら

く
建
設
業
界
の
商
慣
行
だ
っ
た「
材
工
一

式
」契
約
が「
材
工
分
離
」契
約
に
変
わ

る
。こ
れ
ま
で
の
常
識
が
今
後
、非
常
識

に
な
り
か
ね
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
変
え
ざ
る
を
得

な
い
ケ
ー
ス
は
他
に
も
あ
る
。例
え
ば
公

共
工
事
の
場
合
、発
注
者
に
よ
る
官
積
算

と
応
札
・
落
札
す
る
企
業
自
ら
の
積
算

と
の
関
係
だ
。落
札
し
た
い
企
業
は
官
積

算
と
自
分（
企
業
）た
ち
の
積
算
を
比
較

し
、自
社
積
算
が
官
積
算
よ
り
高
け
れ

ば
ど
こ
か
の
項
目
を
削
っ
て
落
札
で
き
る

よ
う
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ

れ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。あ
る
中
小

首
相
の
経
済
政
策「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」に

は
、▽
金
融
緩
和
に
よ
る
円
安
誘
導
⇨
▽

輸
出
関
連
大
企
業
の
収
益
改
善
⇨
▽
賃

金
上
昇
⇨
▽
消
費
拡
大
―
―
と
い
う
、成

長
の
好
循
環
が
大
企
業
や
富
裕
層
か
ら

し
た
た
り
落
ち
る
よ
う
、幅
広
い
階
層
に

好
影
響
を
与
え
る『
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
効

果
』が
期
待
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
国
民

全
体
に
富
が
し
た
た
り
落
ち
て
消
費
が

拡
大
し
経
済
が
成
長
す
る
ト
リ
ク
ル
ダ

ウ
ン
は
起
き
な
か
っ
た
と
さ
れ
た
。

　
そ
の
な
か
、二
〇
一
三
年
度
か
ら「
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
」が
全
職
種
平

均
値
で
一
二
年
連
続
上
昇
。具
体
的
に
は

一
二
年
間
で
一
万
五
二
八
円
、率
に
し
て

七
五
・
三
％
増
加
し
た
。「
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
上
昇
割
合
ほ
ど
施
工
単
価

は
上
昇
し
て
い
な
い
」と
い
う
指
摘
は
あ

企
業
経
営
者
は
、官
積
算
に
合
わ
せ
る
た

め
に
削
ら
れ
て
き
た
の
が
、現
場
の
技
能

者
に
支
払
う「
労
務
単
価
」や
、会
社
運

営
の
た
め
の
経
費
項
目
で
あ
る「
一
般
管

理
費
」だ
と
話
す
。

　
仮
に
官
積
算
の
内
容
に
課
題
が
あ
る

と
企
業
が
判
断
し
て
も
、現
場
実
態
に
即

し
た
単
価
と
歩
掛
か
り
見
直
し
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
行
う
の
は
不
可
能
。だ
か
ら

応
札
企
業
は
ど
こ
か
を
削
っ
て
、官
積
算

に
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。こ
れ
が
設
計

労
務
単
価
上
昇
に
比
べ
実
際
の
労
務
単

価
が
同
じ
割
合
で
上
昇
し
な
か
っ
た
り
、

賃
上
げ
に
対
し
悲
観
的
だ
っ
た
理
由
だ
。

　
し
か
し
今
後
、建
設
業
法
改
正
な
ど

に
よ
っ
て
、労
務
費
は
国
が
相
場
を
つ
く

る
。労
務
費
支
払
い
額
が
先
行
し
て
決
ま

る
こ
と
は
裏
返
せ
ば
、落
札
の
た
め
に
官

積
算
に
合
わ
せ
た
自
社
積
算
項
目
の
削

減
選
択
肢
が
一
つ
消
え
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

　
環
境
好
転
は
喜
ば
し
い
。た
だ
二
〇
二

五
年
以
降
、好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か

わ
ら
ず
、こ
れ
ま
で
常
識
だ
っ
た
も
の
が

通
用
し
な
く
な
る
時
代
を
迎
え
る
こ
と
へ

の
備
え
が
建
設
業
界
全
体
で
必
要
だ
と

痛
感
す
る
。
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